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研究成果の概要（和文）： 
 
 
「両大戦間期の LSE における経済学の生成と発展」について、（１）LSE における大陸経済学
の受容と展開－「ロビンズ・サークル」の役割、（２）LSE とケンブリッジ－対立と協調、LSE
のケンブリッジ疎開（３）LSE における「ケインズ革命」の群像－カルドア、ヒックス、ラー
ナー、（４）「プラント・グループ」（プラント、コース）による企業組織・企業理論の研究（５）
国際的な経済学研究機関－講義科目、LSE の施設拡張、招待講演、特別講義の調査、（６）
Academic Assistance Council の創設－ベヴァリッジ、ロビンズ、ミーゼスによるユダヤ学者
救出、（７）LSE の知性史―ドールトン、キャナン、ロビンズ、ラスキ、カルドア、ヒックス
らの知的交流、の観点から明らかにした。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
This research could clarify how economics is accepted and evolved at LSE during the period 
between the First and the Second World War, from the following viewpoints: (1) The 
acceptance and evolution of the continental economics at LSE in the 1930s: on the theme of 
‘Robbins Circle’, (2) LSE and Cambridge: conflicts, collaboration, and LSE’s evacuation to 
Cambridge, (3) The Keynesian Revolution at LSE: Kaldor, Hicks and Lerner, (4) Arnold 
Plant’s group on the industrial organization: Arnold Plant, Ronald Coase, (5) The 
International social science research center : syllabi with a detailed class schedule of each 
subject, the physical accommodation’s expansion, some invitation lectures, (6) The 
foundation of the Academic Assistance Council: Beveridge, Robbins and Mises rescuing 
refugee scholars from the Nazis, (7) The Intellectual history of LSE : Dalton, Cannan, 
Robbins, Laski, Kaldor, Hicks and et all. 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学説・経済思想 
キーワード：LSE、ケンブリッジ、ロビンズ、ロビンズ・サークル、カルドア、ヒックス、ハ

イエク、ラーナー、ベヴァリッジ、両大戦間期、1930 年代 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 申請者の研究の全体構想は、設立時から現
代に至る LSE（ロンドン・スクール・オブ・
エコノミクス・アンド・ポリティカル・サイ
エンス）研究である。申請者は大学院生より
ロビンズ、カルドア、ハイエク、ヒックスら
を中心とする経済学の研究をまとめ、課程博
士論文「１９３０年代の LSE における大陸
経済学の受容と展開—『ロビンズ・サークル』
を中心に—」としてまとめ、京都大学より博
士（経済学）を得た（「研究の目的」で後述
する研究トピック（１）に該当する）。LSE
は現代経済学の生成と発展を考量する上で
重要な研究対象である。なぜなら、LSE は、
1895 年にウェッブ夫妻やフェビアン協会に
よって設立された小規模な学校であったに
もかかわらず、ベヴァリッジが学長に就任し
た 1919-1937 年に大学規模が発展して，1930
年代には、ロビンズ、ハイエク、カルドア、
ヒックス、ラーナー、コースらの「ロビンズ・
サークル」を生んだからである。戦後におい
ても、LSE は、再びロビンズの下に、ボーモ
ル、ピーコック、ハーン、ミード、森嶋らが
集ったり、多数のノーベル経済学賞受賞者を
輩出したりするなど、現代経済学の形成に重
要な役割を果たしている。 
 
２．研究の目的 
  
 本研究は、こうした LSE の意義を重視し
て、経済学の生成と発展に重要な役割を果た
した「両大戦間期の LSE」に光をあてる。本
研究は、具体的に以下の七つのトピックに分
けられる。 
（１）LSE における大陸経済学の受容と展
開－「ロビンズ・サークル」の役割 
（２）LSE とケンブリッジ－対立と協調、
LSE のケンブリッジ疎開 
（３）LSE における「ケインズ革命」の群
像－カルドア、ヒックス、ラーナー 
（４）「プラント・グループ」（プラント、
コース）による企業組織・企業理論の研究 
（５）国際的な経済学研究機関－講義科目、
LSE の施設拡張、招待講演、特別講義の調
査 
（６）Academic Assistance Council の創
設－ベヴァリッジ、ロビンズ、ミーゼスに
よるユダヤ学者救出 
（７）LSE の知性史―ドールトン、キャナ
ン、ロビンズ、ラスキ、カルドア、ヒック

スらの知的交流 
 本研究は、四年間の研究を通じて、学位
論文を拡充しつつ、内外の資料を用いなが
ら、（２）〜（７）の課題をそれぞれこなし
て、「両大戦間期の LSE における経済学の
生成と発展」をまとめることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
 研究手法は「資料調査研究」と「入手資料
の整理と理論研究」の二つの柱とする。前者
は、LSE、ケンブリッジ、オックスフォード
が所有している文書類の調査を中心とし、後
者は公刊論文および入手資料の整理を通じ
て、論文執筆や学会報告の準備にあてる。研
究遂行上の具体的工夫としては、研究会報告
や学会報告を積極的に行うことで、より完成
された研究成果を得られるようにする。 
 
４．研究成果 
 
 研究成果としては、「両大戦間期の LSE
における経済学の生成と発展」について以
下の観点から明らかにした。 
（１） LSE における大陸経済学の受容と

展開－「ロビンズ・サークル」の役
割 ① 「ロビンズ・サークル」の
誕生、② ヒックスとカルドア、③
ロビンズの「価値自由の経済学」 
④ ロビンズとケインズの政策論
争 

（２） LSE とケンブリッジ－対立と協調、
LSE のケンブリッジ疎開 

（３） LSE における「ケインズ革命」の
群像－カルドア、ヒックス、ラーナ
ー ① 「ケインズ革命」の衝撃 
② カルドア対ロビンズ＝ハイエ
ク、③『一般理論』に対する「ロビ
ンズ・サークル」の解釈 

（４） 「プラント・グループ」（アーノル
ド・プラント、ロナルド・コース）
による企業組織・企業理論の研究  

（５） 国際的な経済学研究機関としての
LSE ① LSE 誕生とロンドン大
学の一員として、② 社会科学の拠
点として（キャンと経済学、ボウリ
ーと統計学、ホブハウス、ウェスタ
ーマークと社会学、マッキンダーと
地理学）、③ベヴァリッジ学長と
LSE の発展（講義科目、LSE の施
設拡張、招待講演） 



（６） Academic Assistance Council の創
設 ベヴァリッジ、ロビンズ、ミー
ゼスによるユダヤ学者救出 

（７） LSE の知性史 ① ベヴァリッジ
とロビンズたちの対立、② ベヴァ
リッジの退任、③ ドールトン、キ
ャナン、ロビンズ、ラスキ、カルド
ア、ヒックスらの知的交流 

 これらの得られた成果について、内外で
は最初の両大戦間期の LSE に関する一連
の包括的な研究として位置づけられ、とり
わけ『LSE 物語』（NTT 出版, 2009 年）に
ついては、毎日新聞（伊東光晴名誉教授／
京都大学）と日本経済新聞社（江頭進教授
／小樽商科大学）に書評された。 
 今後の展望としては、第二次大戦後の
LSE の経済学の発展と展開および LSE と
ケンブリッジやオックスフォードやアメリ
カの経済学との関係に視点を移すと同時に、
本研究で鍵を握る存在である LSE 出身で
ケインズの衣鉢を継ぐニコラス・カルドア
の経済思想を明らかにすることである。 
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